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令和２年11月25日発行 第５号

生野中学校区 学校適正配置検討会議 第５回 を開催しました

生野区では、教育環境の充実、子育て環境の充実、災害に強いまちづくりを通じて、まちの活性化をめざす「生野

区西部地域学校再編整備計画」を推進しています。

 校歌について、新しい校歌は作成せず、現在の生野中

学校校歌を活用することとし、フレーズはそのまま、学校

名部分のみを変更することとする。変更する学校名部分

については、次回専門部会で意見交換する。

 義務教育学校開校後の行事等について、どういったこと

を行うのかなど、今後、この検討会議の場を活用して行

政側から報告する。

今回の検討会議での確認事項

検討会議当日のくわしい内容（議事資料、開催結果など）についてはこ
ちらのページをご覧ください。

このなかで、生野中学校区の学校再編について、「生野中学校区 学校設置協議会」を平成30年11月30日

に設置し、議論を行ってまいりました。

令和２年４月に大阪市立学校活性化条例（以下、「条例」といいます）が改正施行され、条例第16条に基

づき、「学校再編整備計画」の内容について保護者等のご意見をいただく場として、令和２年10月28日（水）に

第５回目の「生野中学校区 学校適正配置検討会議」（以下、「検討会議」といいます）を開催しました。

本紙では、今回の検討会議における主な意見交換の内容をお知らせします。

 標準服について、新しい標準服に求める事項のアンケートを保護者向け

に実施し、次回の専門部会での意見交換の参考とする。

 校章について、専門部会で絞り込んだ６案で保護者向けアンケートを実

施する。アンケート結果を参考に、次回専門部会で校章案を選定する。

【議題】

1. 標準服等専門部会の開催結果について

2. 校章・校歌専門部会の開催結果について

【出席者】

◆生野中学校区学校適正配置検討会議委員

・林寺小学校区から ２名 ・生野小学校区から ３名

・西生野小学校区から ４名 ・生野中学校区から １名

◆傍聴 2名

今回の検討会議の開催状況

今後の会議開催予定は・・・

・標準服等専門部会（第３回）

→ 11月18日（水）

・検討会議（第６回）

→ 11月25日（水）



学校再編に関する情報は生野区
ホームページでもご覧いただけます

発行

生野区役所 地域まちづくり課

電話：06-6715-9920

専門部会からの報告 校章・校歌専門部会について

各専門部会の開催結果についても、生野区ホームページへ

掲載しておりますので、詳しくはそちらをご覧ください。

（校章・校歌専門部会長より報告）

校章について

行政及び学校教員作成案と学校教員の意

見を参考に、アンケート実施に向けて、34件

から６件まで校章案の絞り込みを行いました。

標準服等専門部会について

学校再編情報の
twitterはこちら！

（標準服等専門部会長より報告）

新しい標準服に求める事項として、保護者の方に実施するアンケートの内容について意見交換を行いました。

新しい標準服等に求める意見を集約するための保護者向けアンケートを、学校を通じて10月26日から10月30日に実

施し、次回の専門部会における意見交換の参考とします。

校歌について

専門部会での意見交換において、

次のような意見により、現在の生

野中学校の校歌を活用する方

向性としました。

絞り込んだ校章案は、下の６つです♪
それぞれの校章デザインの理由は、当日の会議資料（HP）からご確認ください！

 アンケートは、学校を通じて保護者を対象に10月26日から10月

30日に実施し、アンケート結果は、次回の専門部会における校章

案を選定する際の参考とします。

一．見はるかす
生駒の峰は
雲呼びて
あしたに親し
我もまた
大いなる望み
いだきて濁らざる
正しき道を
進まん ともに
ああ 生野中学
わが学びやは
つねに新し

二．流れこよ
難波の風よ
この窓に
明るく清く
我もまた
豊かなる個性磨きて
美わしく
学びの庭を
飾らんいざや
ああ 生野中学
わが学びやは
つねに新し

三．名にしおう
生野の町の
幸せを
心にもいて
若き日に
たくましき体作りて
吹き荒ぶ
嵐に耐えん
引くことあらじ
ああ 生野中学
わが学びやは
つねに新し

生野中学校 校歌
作詞 石森 延男（いしもり のぶお）

作曲 下総 皖一（しもおさ かんいち）

生野中学校の現在の校歌を活

用し、歌詞の変更は校名のみとす

ることについて、意見交換したい。

 現在の生野中学校の校歌

は、作者の経歴等から素

晴らしいものである。

 新しい校歌をつくるよりも、

継承して誰でもいつまでも

覚えているほうがよいのでは

ないか。


